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カーボンナノチューブ（CNT）は、次世代の線材として期待されている。CNT が備える超軽量・

高強度特性を実用化するために、細くて高品質かつ長尺な CNT を大量に合成し集合化することが

求められている。我々は以前に、高温の炉管中を Fe 系微粒子が移動する際に、ガス層流のせん断

応力によって粒径が小さくなることを報告した。本研究では、これを応用してより細い CNT から

なるファイバーの合成法を検討した。 

ミスト化したフェロセン－エタノール溶液を原料および触媒として用い、Ar をキャリアガスと

して炉管内に導入して CVD 合成を行った。電気炉内にファイバー捕集用のトラップを設置し、回

収したファイバーをラマン分光により解析した。 

Fig. 1 には、各 CNT ファイバー上で測定したラマンスペクトルを示している。これらのファイ

バーは、900 °C、950 °C、および 1000 °C で合成した。1590 cm-1 付近に、CNT の結晶性に由来す

る強い G ピークと、欠陥に由来する 1350 cm-1 付近の D ピークが観察された。低波数側に現れる

RBM モードのピーク（134～267 cm-1）を比較すると、900 °C では 135 cm-1 付近のピークが強く、

950 °C では 230 cm-1 付近のピークが強い。これらはそれぞれ 1.8 nm および 1.0 nm 程度の CNT に

対応し、合成温度上昇によって微粒子または合成した CNT の塑性変形の効果が強まり、結果とし

て CNT が細径化したと考えられる。一方 1000 °C では、比較的高波数の RBM ピークは消失し、

G/D 比の値も低下している。これはパイロリシスにより CNT が太くなった影響と考えられる。 

謝辞： 本研究成果は、NEDO エネルギー・環境新技術先導研究プログラム「革新的次世代軽量 

高強度構造材の研究開発」の支援によって実施したものである。 
 

 

Fig. 1. Raman spectra of CNT fibers.  

第80回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2019 北海道大学 札幌キャンパス)18a-E307-8 

© 2019年 応用物理学会 15-018 17.1


